
 

 

【１】右図のような，1辺が aの立方体 ABCD – EFGHがあり，点 P，Q，
R，S，T，Uは，それぞれ辺の中点である。このとき，四面体 CPQRの体
積，四面体 ASTUの体積をそれぞれ求めなさい。 
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【２】1辺の長さが 2である正三角形を底面とし
た，高さ 3の正三角柱 ABC – DEFがある。辺 CF
上に∠APE = 90°となるように点 Pをとる。 

《09 明法》 
(1) CP = 𝑥とおくとき， 

① AP2，EP2をそれぞれ xを用いた式で表し
なさい。 
② xの値を求めなさい。ただし，CP < PFと
する。 

(2) △AEPの面積を求めなさい。 
(3) 三角錐 C – ABEの体積を求めなさい。 
(4) 頂点 Bから，△AEPに下ろした垂線の長さを

求めなさい。 
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